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キュリー夫人からジェンダーキュリー夫人からジェンダーキュリー夫人からジェンダーキュリー夫人からジェンダーまでまでまでまで    
マリー・マリー・マリー・マリー・キュリーキュリーキュリーキュリーの伝記からの伝記からの伝記からの伝記から        

「わたしはばかだったし、今もばかだし、これからも一生ばかでしょう」1)。ノーベル賞を 2度も受賞した世界一有名な「リケジ

ョ」2) からそんなことを言われても当惑してしまいますが、これは、パリへ留学に旅立てるかどうか未だおぼつかず、運がないも

のと半ばあきらめかけていた 22 歳のマリア・スクウォドフスカが姉に宛てた手紙の一節です。1920 年代までは、ヨーロッパのほ

とんどの国で、女子は女子用の高校へ通い、そこで教育は終わりとされていました 3)。フランスでも女性は大学の教授になること

ができず、アカデミーも会員に入れてくれませんでした 4)。キュリー夫人(Maria Skłodowska-Curie 1867.11.7-1934.7.4)は放射

性元素ポロニウム（帝政ロシアの支配下にあった祖国ポーランドにちなんで名付けた）とラジウムの発見者。第一次世界大戦中は

第二の祖国フランスのために立ち上り 4年間に 20 台のレントゲン車を作り野戦病院を駆け巡って 200 もの病院にＸ線装置を設置

し百万人以上の負傷兵の治療に役立て、長女イレーヌを含む 150 人もの女性を放射線技師に養成しました 5)。  
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決して真似してはいけません決して真似してはいけません決して真似してはいけません決して真似してはいけません  
キュリー夫妻は放射線の危険を過小評価し、結果的に周囲で大勢が健康を害してしまいました。日常生活でも鍋を火にかけたま

ま出勤するなど、ずいぶん危なっかしいことをしていました。 

「でかける前に、マリーは物理学者の正確さで火を調節する。そうしてその火にまかせたなべに、不安げな一瞥
いちべつ

を送ると、玄関の

ドアを閉め、階段を大急ぎでかけおり、待っていた夫といっしょに学校にむかう。」 (前掲 エーヴ・キュリー ; 河野万里子訳『キ

ュリー夫人伝』, p.211)  

「ラジウムが人体に及ぼす危険性を自ら指摘していたにもかかわらず、マリーとピエールは枕元にラジウム塩

の入ったガラス瓶を置き、美しい輝きを眺めながら眠った。」(Goldsmith, Barbara(2005). Obsessive genius : 
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しては若死にでもない六十六歳まで生きたのですから、やはりマリーは放射線に対する耐性が、普通の人よ

りずっと強かったのかもしれません。」 (川島慶子『マリー・キュリーの挑戦 : 科学・ジェンダー・戦争』トラン
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東日本大震災の原発事故、原爆投下を経験した現代日本において、制御できない力を解放してしまった放射線科学、原子物理学

の原点を振り返る、金銭的利益に無頓着な清貧の科学者、聖者のような偉人伝、ゴシップ報道、押し寄せるマスコミ取材、戦争、

愛国心、家事・子育てと仕事の両立、等々、マリー・キュリーとその周囲の人々の波瀾万丈の人生は、いろいろなことを多面的に

考えさせてくれます。夫婦別姓・再婚禁止期間に対する最高裁の憲法判断や「渋谷区男女平等及び多様性を尊重する社会を推進す

る条例」等も報道される昨今です。ジェンダー、性同一性障害、男女共同参画、同性結婚、フェミニズム等も身近な話題になって

きました。男女の体格差は事実として存在し、スポーツ競技は男女別が一般的ですが、知的競技や日常生活や仕事でも、実力差や

役割分担に科学的な合理性はあるでしょうか？ 生物学や文芸作品の事例にも目を向けてみましょう。 
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